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糸魚川―静岡構造線活断層系北部大町地域における反射法地震探査 

Seismic reflection profiling across the Itoigawa-Sizuoka tectonic Line active fault system 
In Oomachi 
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活断層の地下形状を知ることは、活断層による地史を考える上でも起こるべき地震を評価する上でも重要であ

る。大町地域は南北に糸魚川―静岡構造線活断層系に属する松本盆地東縁断層が分布し、盆地堆積物と大峰累層と
呼ばれる更新世の堆積物とを境している。松本盆地東縁断層は地形調査やトレンチ調査などから活動的な活断層で
あることが知られているがその地下形状に関しては統一した見解がなく大きく二つの見解がある。ひとつは松本盆
地東縁断層の東側で M５程度の高角なメカニズム解の地震がたびたび起きることから、その地震・震源と糸静線を
結びつけて松本盆地東縁断層が高角な逆断層とする考えである。もうひとつは大峰累層の東側に分布する新第三紀
層の変形パターンから大峰累層と新第三紀層を境する小谷―中山構造線が地下では低角逆断層であることで説明
され、その小谷―中山構造線が thrust front migration したと考える松本盆地東縁断層も低角逆断層であるとす
る考えである。 
そこで我々は大峰累層の変形構造を知ることで松本盆地東縁断層の地下構造とその地史的な意味を知るために、

小谷―中山構造線と松本盆地東縁断層を横切る測線で、浅層反射法地震探査を行いその途中経過を報告する。 
調査測線は長野県大町市大町駅から県道大町―麻績インター線に沿って八坂村村役場の東に至る 6.4km からな

る。震源はミニバイブレータを用い、10-100（一部 80）Hz の周波数帯域で発振を行った。スウィープ長は 15 秒、
スタック数は 5回、発振点間隔は 10ｍである。受振点間隔は 10ｍ、使用チャンネル数は 180ch とした。 
その結果、松本盆地東縁断層は東傾斜の低角逆断層であることが明らかになり、第四紀における松本盆地東縁

断層の活動は鮮新世から続く北部フォッサマグナの圧縮運動の延長にあたることが示唆された。 


